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SURVEY AND EVALUATION OF ACTUAL SITUATION OF  
DISASTER PREVENTION BUILDING BLOCKS IN CHUBU REGION 
- Toward realization of residence in the central urban area utilizing modern buildings - 
 
Ch. Kiwamu Yanagisawa 
Mem. Kiyonobu Kaido, Keiichi Wakisaka, Takanori Yonezawa, Satoru Kaku, Hiroyuki Takai 
 
 Focusing on the Disaster Prevention Building Blocks (DPBB, BOUSAI-KENCHIKU-GAIKU), which were redevelopment projects 
constructed in nationwide cities between 1961-1977, this paper reveals their current situation and planning features based on our field 
survey targeting the Chubu region. DPBB that built in form of a row house along old roads can be evaluated as a resource for realization 
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方には 23 都市・99 街区・184 ビルが含まれる。年度別竣
工ビル棟数について、全国と中部地方のデータを比較したも
のが図 1 である。中部地方における竣工棟数のピークは昭和
39 年であり、全国のピークに 4 年先行する。全国の竣工棟
数に占める中部地方の割合は、法制定初期（昭和 36～40 年）




















167 件である（表 2）。個々のビルの規模は、延床面積で 2
万㎡近くから 400㎡まで幅がある。小矢部中央通は大規模な
ビル１件（実際には多数の建物からなる）が 1 街区・1 地区
を構成する。熱海咲見町はビル 16 件が各々 1 街区に対応、
その集合が１地区をなす。豊橋広小路地区はビル 13 件・9




















































地区 一定数 / 規模の防災建築街区が集積した都市内の 1 エリア
街区 防災建築街区。防災建築街区造成事業の制度上の実施単位。1 または複数のビルからなる
ビル 「事業一覧」に記載された防災建築街区の（便宜上の）構成要素。1 または複数の建物からなる
建物 ビルを物理的に構成する（構造または外観上）独立した耐火建築物（3 階建て・高さ 11m 以上を基本とする）
区画 1 棟の建物が所有や使用状況に応じて境界壁等により分節されている場合の 1 区画
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象の中部７県を除いた 30 都道府県・72 都市の自治体，
ビル数 599）を対象にアンケート調査を実施した。質問
は自治体担当者が回答しやすいよう極力簡素なものとし，
質問用紙は 2017 年 12 月に各自治体の都市計画担当部局
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市の防災建築街区 30 地区・91 街区，およびそれを構成














現存 消失 不明 総数 平均* 総面積 平均* 総面積 平均* 長屋 再編 単独
氷見 中央町 1 1 1 0 0 43-47 店,住 55 55 8,979 8,979 9,323 9,323 街道（氷見街道） 沿道 1 0 0
小矢部 中央通り 1 1 1 0 0 44-52 店,住,倉 83 83 17,033 17,033 19,158 19,158 街道（北陸街道） 沿道 1 0 0
金沢 片町 2 5 3 2 0 36-43 店,住,事,倉 - - 3,883 777 22,268 4,454 街道（北国街道） 集約 0 2 3
駅前 2 2 0 2 0 43-50 店 31 15.5 7,868 3,934 36,110 18,055 駅前 集約 0 2 0
河岸端 1 2 0 2 0 43-46 店,住 16 8 1,688 844 4,053 2,027 街道（北陸街道） 沿道 2 0 0
大名町 1 4 3 1 0 37-38 店,住,事 52 13 1,691 423 3,882 971 街道（北国街道） 集約 1 1 2
駅前 7 9 7 0 2 39-47 店,住,事 78 8.7 6,011 668 40,604 4,512 駅前 集約 0 6 1
長野 北石堂町 1 10 9 0 1 44-51 店,住 90 9 19,283 1,928 67,236 6,724 街道（善光寺街道） 沿道 5 2 2
松本 本町 1 25 6 12 7 38-43 店,住,事 - - 9,070 363 20,618 825 街道（善光寺街道） 沿道 7 0 11
駅前 4 5 4 1 0 37-49 店,住,事 24 4.8 6,275 1,255 36,756 7,351 駅前 散在 2 3 0
柳ケ瀬 4 7 6 1 0 39-49 店,住 18 2.6 7,328 1,047 32,214 4,602 沿道・集約 3 4 0
恵那 恵那銀座 1 4 3 1 0 41-42 店,住 - - 1,665 416 2,641 660 街道（中山道） 沿道 2 0 2
関 本町 1 1 0 1 0 - - - - - - 1,138 1,138 街道（飛騨西街道） 沿道 1 0 0
高山 駅前 1 1 0 1 0 45 住 - - 330 330 1,650 1,650 駅前 集約 0 1 0
瑞浪 駅前 1 2 1 1 0 43-47 店,住 - - 1,694 847 5,612 2,806 駅前 沿道 1 0 1
多治見 駅前 1 2 1 1 0 45-46 店,住 - - 6,967 3,484 25,131 12,566 駅前 沿道 0 2 0
大垣 郭町 1 4 3 0 1 44-46 店,住 6 1.5 1,026 257 18,705 4,676 街道（美濃路） 沿道 2 1 0
静岡 紺屋町 2 6 4 2 0 39-47 店,住,事,ホ 48 8 14,097 2,350 87,764 14,627 駅前 沿道 4 1 0
清水 清水銀座 2 3 3 0 0 43-44 店,住,事 15 5 2,127 709 5,524 1,841 街道（東海道） 沿道 3 0 0
田町 5 7 5 1 1 36-43 店,住,事,倉 29 4.1 4,220 603 8,173 1,168 街道（東海道） 沿道・散在 3 0 2
駅前 2 4 2 1 1 37-45 店,住,事 14 3.5 2,389 597 15,697 3,924 駅前 散在 1 0 2
咲見町 16 16 14 1 1 36-46 店,住 88 5.5 16,730 1,046 42,074 2,630 沿道 9 2 4
春日町 1 1 1 0 0 43 店,住 5 5 740 740 2,214 2,214 駅前 沿道 1 0 0
吉原 11 25 24 1 0 36-46 店,住 85 3.4 20,525 821 40,018 1,601 街道（東海道） 沿道 16 1 7
本町 6 8 8 0 0 40-50 店,住 39 4.9 4,575 572 15,243 1,905 駅前 沿道・散在 5 0 3
豊橋 広小路 9 13 10 2 1 36-49 店,住,事 211 16.2 17,417 1,340 87,527 6,733 集約・散在 6 3 4
名古屋 豊田本町 1 2 2 0 0 42-45 店,住 13 6.5 4,066 2,033 16,628 8,314 駅前 集約 0 2 0
一宮 本町 1 1 1 0 0 42-44 店,住 3 3 1,016 1,016 3,454 3,454 街道（岐阜街道） 集約 1 0 0
蒲郡 元町 2 4 4 0 0 39-42 店,住,事 12 3 2,872 718 11,978 2,995 駅前 集約 1 3 0
犬山 下本町 2 2 2 0 0 40-43 店,住 52 26 3,400 1,700 14,430 7,215 街道（岩倉街道） 沿道 2 0 0




































※［用途凡例］店：店舗、住：住宅、事：事務所、ホ：ホテル、倉：倉庫　＊ ［平均］ビル 1 件あたりの平均値




















る大規模な 1 ビルが 1 街区を構成する。熱海/咲見町は


































































































































ることができた（表 4-2）。うち 14 ビルでは現在，居住
利用実態が無い。その大半は再編型ビルである。一部が



















































































































































　図 6・図 7 は、東西の下本町防災ビルの現在の使用状況
を店舗・住居・駐車場・倉庫・未使用（週の半分以上使用
しない場合 ) の 5 種類に分類し、示した図である。全体と








１階部分は東西で 33 フロアである。1 階部分の営業店






Graduate Student, Graduate Science & Tech., Meijo Univ.
Graduate Student, Graduate Science & Tech., Meijo Univ.
Assoc.Prof.,Dept.ofArch.,Faculty of Science&Tech.,Meijo Univ.,Dr.Eng.
表 2　下本町防災ビルの概要
工期 1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期
建物 Ｗ１ Ｅ１ Ｗ２① Ｗ２② Ｅ２ Ｗ３ Ｗ４ Ｅ５ Ｅ６
竣工年月 * S41,12 S41,12 S42,10 S42,10 S42,10 S44,5 S45,2 S46,12 S47,11
延床面積 ( ㎡ )* 224.9 358.3 572.5 750.4 702.9 61.4 166.6 89.3 175
現在の権利者数 * 4 5 9 2 12 1 1 1 1
戸数 ** 4 5 9 2 12 1 1 1 1
階数 ** 3 3 3~4 4~5 3~4 3 4 5 6
間口（m）** 20.1 33.7 55.1 15.7 65.7 6.4 13.7 5.7 12.3
一戸当たりの間口
の平均（m） 5.0 6.7 6.9 5.2 5.9 6.4 13.7 5.7 12.3
* 登記資料に基づく 2014 年 9 月














































4 割が店舗・住居として使用されており、約 6 割は未使用
である。







































長屋 4 11 8 23 
再編 8 1 1 10 
単独 2 5 3 10 
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図4-10. 犬山/下本町・防災ビルのフロア別の現使用状況 図5-1. 静岡・浜松の防災建築街区の位置
図4-9. 犬山/下本町・防災ビル 1区画平面図
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が設けられ，[紺 2,4,6]では JR 静岡駅から追手町方面を
結ぶ「御幸通り」の整備に伴い区画形状が変化した。	
建設から約 50 年が経過した 2017 年の公図（図 5-4）
を見ると，［紺 1,2,4,6］は短冊形の敷地に帯状のビルが

































































	 実測調査は，すでに閉店した 2 店舗の区画を対象とし
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地区類型 沿道型 集約型 散在型
主な地区の立地 旧街道沿い 駅前 市街地に分散
開発形状／規模 線状／中〜大 面状／大 点状／小
対応するビル類型 長屋型 再編型 ー
従前地割との関係 継承 再編 継承
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